
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
移
転
の

お
知
ら
せ

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
は
、
４
月
２
日
�

か
ら
次
の
場
所
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
学
校
教
育
課
・
社
会
教
育
課

文
化
課
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

揖
斐
川
町
上
南
方
１
５

（
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
内
２
階
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

２
３
‐
０
１
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

２
３
‐
０
１
１
６

揖
斐
川
町
体
育
協
会
４０
周
年
記
念
式

典
開
催
！

揖
斐
川
町
体
育
協
会
４０
周
年
記
念
式
典
が

３
月
１７
日
�
揖
斐
川
健
康
広
場
で
行
わ
れ
、

永
年
体
育
協
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
式

典
に
先
立
ち
基
調
講
演
が
開
催
さ
れ
、
世
界

空
手
選
手
権
で
４
連
覇
を
達
成
さ
れ
た
、「
エ

ン
カ
レ
ッ
ジ
ン
グ
空
手
主
宰
」
若
井
敦
子
氏

に
よ
り
「
今
こ
そ
花
ど
き
、
花
盛
り
」
と
題

し
、
空
手
の
「
型
」
と
「
組
手
」
に
つ
い
て

の
実
践
を
交
え
て
の
説
明
を
は
じ
め
、
指
導

者
に
必
要
な
こ
と

な
ど
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
実
技
指
導
で

は
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
空
手
技
の
気
合

に
会
場
内
の
空
気

が
張
り
つ
め
、
空

手
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で

す
。

○
高
橋
一
良
さ
ん
（
谷
汲
徳
積
）

○
杉
山
正
城
さ
ん
（
樫
原
）

○
高
橋
典
夫
さ
ん
（
脛
永
）

○
長
柄

敞
さ
ん
（
大
光
寺
）

○
横
平

猛
さ
ん
（
北
方
）

○
中
原
順
彦
さ
ん
（
清
水
）

○
中
村
賀
久
さ
ん
（
下
岡
島
）

第
１１
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会
開
催
！

３
月
３０
日
�
〜
４
月
１
日
�
、
揖
斐
川
健

康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
町

内
５
会
場
に

て
、
「
第
１１

回
全
国
高
校

女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜

い
び
川
大

会
」
が
開
催

さ
れ
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
会
に
先
立
ち
３
月
２９
日
�
に
は
、

「
実
業
団
招
待
試
合
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
１
部
で
活
躍
す

る
選
手
の
プ
レ
ー
を
間
近
に
観
戦
し
、
観
客

席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

招
待
試
合
終
了
後
は
実
業
団
選
手
に
よ
る

「
技
術
講
習
会
」が
開
催
さ
れ
、参
加
者
は
選

手
の
実
技
指
導
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

■
試
合
結
果

《
優

勝
》

多
治
見
西
高
等
学
校
（
岐
阜
）

《
準
優
勝
》

岐
阜
女
子
高
等
学
校
（
岐
阜
）

《
３

位
》

滋
賀
学
園
高
等
学
校
（
滋
賀
）

《
敢
闘
賞
》

須
磨
ノ
浦
女
子
高
等
学
校
（
兵
庫
）

■
実
業
団
招
待
試
合
結
果

デ
ン
ソ
ー

１
×
４

ト
ヨ
タ
自
動
車

大
会
期
間
中
、
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て

被
災
さ
れ
た
門
前
高
校
に
対
し
募
金
を
行
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
６
９
、
３
０
６
円
の
募

金
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
１９
年
揖
斐
川
町
成
人
式
が
努
力

賞
受
賞

１
月
７
日
�
に
開
催
し
ま
し
た
「
平
成
１９

年
揖
斐
川
町
成
人
式
」
が
「
第
７
回
成
人
式

大
賞
」
で
、
「
努
力
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
成
人
式
大
賞
は
、
文
部
科
学
省
の
後
援

を
得
て
新
成
人
式
研
究
会
と
い
う
組
織
が
選

定
機
関
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
全

国
各
地
か
ら
多
数
の
成
人
式
の
応
募
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
全
国
か
ら
１
１
４
件
の
応
募
が

あ
り
、
揖
斐
川
町
は
式
づ
く
り
に
新
成
人
が

実
行
委
員
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
点

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
成
人
式
は
、
次
の
開
催
日
時
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

平
成
２０
年
１
月
１３
日
�

１２
時
３０
分

受
付
開
始

１３
時
３０
分

開
式

対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
６２
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

皆
さ
ん
で
す
。

ま
た
、
平
成
１９
年
に
引
き
続
き
新
成
人
に

よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
企
画
・
準
備

を
行
う
予
定
で
、
現
在
、
実
行
委
員
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

成
人
式
実
行
委
員
へ
の
申
込
・
お
問
合
わ

せ
は
、
社
会
教
育
課
（
２
３
‐
０
１
１
５
）

ま
で
。
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健
康
・
栄
養
相
談
、
体
力
測
定
の

ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

５
月
３１
日
�

１４
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
養

士
に
よ
る
栄
養
相
談
、
健
康
運
動

指
導
士
に
よ
る
体
力
測
定

平
成
１９
年
度

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
開
催
！

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
（
い
び
が
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）
を
開
催
し
ま
す
。

広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
場
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
の
普
及
・
振

興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
１９
年
６
月
３
日
�

８
時
〜
１４
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

ほ
か

【
交
流
大
会
】

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

他

【
軽
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
】

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ピ
ン
ポ
ン

他

【
ヘ
ル
ス
コ
ー
ナ
ー
】

骨
密
度
測
定
・
喫
煙
依
存
度
チ
ェ
ッ
ク

健
康
・
栄
養
相
談
コ
ー
ナ
ー

ほ
か

【
献
血
】
・
【
体
力
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
】

ほ
か

※

内
容
・
名
称
等
に
変
更
が
あ
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
℡
２
３
‐
０
１
１
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
岐
阜
国
体
の
愛
称
（
テ
ー

マ
）
・
合
言
葉
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
募

集
！

第
６７
回
国
民
体
育
大
会
岐
阜
県
準
備
委
員

会
で
は
、
平
成
２４
年
に
開
催
さ
れ
る
岐
阜
国

体
の
呼
び
名
と
な
る
「
愛
称
（
テ
ー
マ
）」と
、

岐
阜
国
体
に
対
す
る
思
い
を
表
す
「
合
言
葉

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）」を
募
集
し
て
い
ま
す
。
期

間
は
平
成
１９
年
６
月
３０
日
ま
で
で
す
。
「
愛

称
・
合
言
葉
募
集
」
の
チ
ラ
シ
及
び
応
募
箱

は
揖
斐
川
町
役
場
を
は
じ
め
、
各
振
興
事
務

所
に
あ
り
ま
す
の
で
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
健
康
広
場管

理
人
募
集
！

揖
斐
川
健
康
広
場
の
夜
間
管
理
人
お
よ
び
、

清
掃
管
理
人
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

年
齢
７０
歳
未
満
の
方

■
雇
用
期
間

平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で

■
勤
務
時
間

○
夜
間
管
理
人

（
週
１
〜
２
回
）
１７
時
〜
２２
時

○
清
掃
管
理
人

（
週
４
〜
５
日
間
）
８
時
〜
１６
時

■
給

与

時
間
給
８
１
０
円

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
の
上
６
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
揖
斐

川
健
康
広
場
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
健
康
広
場

℡
２
１
‐
３
１
０
０

揖
斐
川
き
ら
ら
の
会

会
員
募
集

「
揖
斐
川
き
ら
ら
の
会
」
は
男
女
共
同
参

画
社
会
を
め
ざ
し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
考
え
、
学
習
す
る
会
で
す
。
環
境
問
題
、

家
庭
教
育
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
も
っ
と
地

元
を
知
る
た
め
の
学
習
、
町
長
さ
ん
と
語
る

会
等
、
計
画
し
て
い
ま
す
。
男
女
年
齢
を
問

わ
ず
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
の
皆
様
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

揖
斐
川
き
ら
ら
の
会
代
表

森
三
恵
子

◆
問
い
合
せ
先

社
会
教
育
課

℡
２
３
‐
０
１
１
５

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時

５
月
２７
日
�

９
時
〜

☆
大
和
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時

５
月
１３
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

大
和
小
学
校

☆
揖
斐
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
》

◆
日
時

５
月
２０
日
�

８
時
３０
分
〜

☆
清
水
公
民
館

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

５
月
２０
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

清
水
小
学
校
運
動
場

☆

永
公
民
館

《
い
び
祭
り
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
》

◆
日
時

５
月
５
日
�

１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

揖
斐
川
町
役
場
集
合

《
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

５
月
１３
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

揖
斐
川
町
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時

５
月
２０
日
�

９
時
〜

☆
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時

４
月
２８
日
�

５
月
１２
・
１９
日
�

９
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
ス
ポ
ー
ツ
大
会
》

◆
日
時

５
月
２７
日
�
９
時
〜

◆
場
所

小
島
小
学
校
体
育
館

『家族の一行詩』 『母へ』 中学２年 中井 明希

苦労かけたね。３年前の真っ黒な髪が想像できない母の白髪頭。

中央公民館プチギャラリー

○いび祭り協賛展（１階）
４月２８日～５月１０日

○油絵展（２階）土岐利恵子
５月３日～５月１３日

○竹の短冊掛け作品展 折戸広征
５月１２日～５月３０日
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揖
斐
川
町
の
小
中
学
校
１５
校
で
は
４
月
６

日
（
金
）
に
入
学
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

保
護
者
に
付
き
添
わ
れ
て
登
校
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
み
ん
な
夢
と
希
望
と
ち
ょ
っ
ぴ

り
緊
張
し
た
表
情
で
入
学
式
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
度
揖
斐
川
町
の
小
学
校
入
学
者
数
は

２
４
４
名
（
町
内
養
基
小
学
校
児
童
分
を
含

む
）、中
学
校
入
学
者
数
は
、
２
５
３
名
で
、

そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。

・
揖
斐
小
学
校

（
５４
名
）

・
大
和
小
学
校

（
３４
名
）

・
北
方
小
学
校

（
１９
名
）

・
清
水
小
学
校

（
３０
名
）

・
小
島
小
学
校

（
４２
名
）

・
谷
汲
小
学
校

（
２６
名
）

・
春
日
小
学
校

（
８
名
）

・
久
瀬
小
学
校

（
１０
名
）

・
坂
内
小
学
校

（
４
名
）

・
養
基
小
学
校

（
町
内
１７
名
）

・
揖
斐
川
中
学
校
（
１３３
名
）

・
北
和
中
学
校

（
６０
名
）

・
谷
汲
中
学
校

（
３８
名
）

・
春
日
中
学
校

（
９
名
）

・
久
瀬
中
学
校

（
９
名
）

・
坂
内
中
学
校

（
４
名
）

今
年
度
の
揖
斐
川
町
の
学
校
教
育
目
標
に

は
、
「
た
く
ま
し
く
豊
か
な
心
を
持
っ
た
児

童
生
徒
の
育
成
」
を
揚
げ
、
「
ほ
ほ
え
み
と

感
動
の
あ
る
学
校
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

�
子
ど
も
の
日
常
生
活
を
リ
ズ
ム
の
あ
る
も

の
に
す
る
こ
と

�
子
ど
も
の
日
常
生
活
に
読
書
の
習
慣
を
取

り
入
れ
る
こ
と

を
２
本
柱
と
し
て
位
置
付
け
、
具
体
的
に

○
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
運
動
」
の

推
進

○
「
家
庭
・
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
読
書
活

動
」
の
推
進

を
揚
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
、
図
書
館
を
活
用
し
た
読
書
に
親
し

む
姿
が
具
現
し
た
と
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康

文
化
都
市
」
が
実
現
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
活
動
の

実
践
を
通
し
て
、
新
し
い
揖
斐
川
町
教
育
の

一
層
の
充
実
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。家

庭
・
地
域
の
積
極
的
な
協
力
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
運

動
」「
家
庭
・
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
読
書
活

動
」
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま

す
。登

下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
の
見
届
け
を
含
め
て
、
保
護
者
・
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
で
は
、
揖
斐
川
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
学
校
紹
介
を
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
１９
年
度

揖
斐
川
町
立
小
中
学
校
入
学
式

いいびびががわわママララソソンン情情報報！！
今年で２０回の記念大会を迎えます「いびがわマラソン」ですが、先日の実行委員会で１１月１１日（日）に開催さ
れることが決定いたしました。１９８８年に始まった大会が、２０年を迎えられたのは、地域のみなさんの温かい支
えがあったこと、大会を愛し続けてくださったランナーのみなさんがいらしたからだと、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。そこで、今大会は、その思いを次の３つをテーマに掲げ、地域みんなで作り上げる大会を目指した
いと考えています。宜しくお願い致します。

「おかげさまで２０年、感謝の気持ちを伝えたい」
「おもてなしの心でむかえよう」
「心と心のつながりを求めて」

町報“いびがわマラソン情報”を通じて、情報発信して
いきますので、今年のいびがわマラソンにご期待ください。

ランナーの人気雑誌「ランナーズ」では、毎年
ランナーが選ぶ大会１００選と題して人気投票を行
なっています。５月号で発表された２００６ランキン
グで、いびがわマラソンは、堂々の５位入賞を果
たしました。小さな町の大会が、全国の大きな大
会より上位にいけたのは、町じゅうをあげてのお
もてなしの心が、ランナーのみなさんに伝わった
からでしょうか？嬉しいですね。
自信をもって、２００７大会に向かいましょう！

『家族の一行詩』 『父へ』 中学１年 雲井 理子

いつもリハビリがんばっている父が大好きだよ。歩けるようになったら家族で旅行に行こうね�

２００６ランナーが選ぶランニング大会ＢＥＳＴ１０
１位 長野マラソン （長野：フ ル ６，９７２人）
２位 東京荒川マラソン （東京：フル他 ２１，３７１人）
３位 福知山マラソン （京都：フル他 ８，１４４人）
４位 かすみがうらマラソン（茨木：フル他 １１，５５８人）
５位 いびがわマラソン （岐阜：フル他 ５，９８６人）
６位 手賀沼エコマラソン（千葉：ハーフ ８，６４６人）
７位 ＮＡＨＡマラソン （沖縄：フ ル ２１，０４６人）
８位 青島太平洋マラソン（宮城：フル他 ８，０３０人）
９位 しまなみ海道１００ｋウルトラ遠足（広島：１００ｋ １，０２５人）
１０位 青梅マラソン （東京：３０Ｋ他 １９，７１２人）

いびがわを選んだ人の理由
揖斐川沿いを走る色彩豊かなコース
子どもからお年寄りまで住民の熱烈な応援
応援者も楽しめる催しがある

全国で堂々の５位！
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